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平成元年 岡山大学医学部卒業 診療内容

岡山大学附属病院第一内科、三原赤十字病院内科、
国立岩国病院内科・循環器科、帝人松山診療所勤務

平成14年6月北吉田診療所 開業
平成18年3月グル ープホームしょうせきあいあい開設
平成19年11月小規模多機能あいあい開設

①心臓病検査【心エコ ー・ 血管エコ ー運動負荷心電図 ・ 24時間心竜図】
②消化器検査【胃カメラ（経鼻・経口） ・ 大腸カメラ（拡大内視鏡 ・ 日帰りポリペク）・腹部エコ ー】
③呼吸機能 ・ 睡眠時無呼吸精密検査(PSG) ④小児科
⑤生活習慣病 ⑥膝 ・ 肩関節注射
⑦在宅医療【中心静脈カテーテル挿入胃ろう ・ 気管内挿管 ・ 人工呼吸器等】

発熱は日常よく見られる症状ですが、原因がよく分からないこともあり、悩ましい症状でもあります。

今回は発熱についてその原因と対策を探ってみましょう。

(1)発熱の定義は？
一般的に37度以上を発熱という場合が多いと思いますが、実は平熱は基礎代謝の影響や発汗等体温調節機能の影響を

大きく受けます。
基礎代謝という観点からすれば、体温は若いうちは高く加齢に伴って低下してきますが、一方で加齢に伴って発汗等の体温

調節機能が低下し、体温が若い頃よりかえって高めになることもあります。従って、平熱は非常に個人差が大きく、まず自分

の平熱を知っておくことが大切です。

(2)発熱の原因について
1、感染症

最も多い発熱の原因です。ウイルスや細菌等が外部から侵入して身体のどこかに病巣を作ることによって起こります。日常

よく遭遇するのは呼吸器感染で、咳・鼻水 ・ 喉の痛み等の症状を伴います。又尿路感染も多く、頻尿 ・ 残尿感 ・ 排尿痛を伴い

ます。膀脱に炎症が留まっているうちは熱が出ませんが、腎臓まで感染が及ぶと高熱が出ます。更に肝・胆道系を中心とす

る腹部の感染も時々見ら れます。

胆のう ・ 胆管の感染は腹痛 ・ 黄疸等の症状が出ますが、肝臓の感染（肝膿瘍）では多くは腹痛を伴いません。発熱のみの症

状を訴え、血液検査を行うと肝機能異常があり、腹部エコ ーに て診断が付きます。

2、悪性腫瘍

癌は絶えず死滅と増殖を繰り返し、局所で炎症を起こしますので、閻欠的に高い熱が出ることがあります。勿論抗生剤は

無効で解熱剤等の対処療法で様子を見る他はありません。

3、膠原病及びその周辺疾患

関節リウマチに代表される原因不明の疾患群です。自分の身体を攻撃する異常免疫反応が起こることによって、さまざまな

箇所に炎症破壊が起こります。免疫を抑制するステロイドという薬剤等が使用されます。

発熟はさまざまな原因で起こりますが、要は身体の炎症・破壊に対する抗病反応です。解熟剤は症状を楽にはしますが、原因

となる病気を治す訳ではなく、又病状の経過も分かりにくくなりますので、適切な使用に心掛けるべきであると考えます。




